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1.目的・背景・仮説 

日本人は見知らぬ人を助けるという行動を

しない。それは、世界から見ても明らかであり、

2022年にイギリスの慈善団体(CAF)が公開した

「思いやり指数」という指標では日本は 119か

国中 118位と下から二番目である 1)。この状況

を解決すべく、まず身近な人である友達と家族

に対する見返りを求めない人助け(向社会的行

動)に注目した。先行研究(尾関ら,2008)からは

地域に対する愛着は地域に対する向社会的行

動の促進要因というモデルが確認されている。
2)これから、本研究では向社会的行動の促進要

因として考えられる「愛着」にも注目した。よ

って、友達への愛着が高い人は友達に対する向

社会的行動をよくする、同様に家族への愛着が

高い人は家族に対する向社会的行動をよくす

るという仮説をたて、愛着は向社会的行動の促

進要因であるかを明らかにすることにした。 

 

2.方法 

2022年の 10月に本校(中学生・高校生)に対

して紙に書かれた質問項目に対する回答方法

でアンケートを実施した。項目は主に３つで①

向社会的行動(村上ら,2016)3)②愛着(諸星

ら,2019)4)③性別および学年である。①は、対

象が家族・友達・見知らぬ人で、例えば対象が

見知らぬ人の場合、「見知らぬ人が重そうな荷

物をもっているとき、手伝った。」といった質

問文となる。同様に②は、対象が友達および家

族である。アンケート結果は、R言語で解析を

行った。 

 

3.結果 

相関分析の結果、友達への向社会的行動をよ

くする人は友達に対する愛着が高い人が多い

(正の相関がある)とわかった。また友達の場合

も正の相関が見られた。また、友達に対する愛

着が高い人と低い人の２グループにわけ、向社

会的行動の得点に有意な差があるか検討した

(マンホイットニーのＵ検定より)。結果、有意

な差があったことから、愛着が高い人の方が向

社会的行動をよくすることがわかった。こちら

も同様に家族の場合でも有意な差が見られた。 

 

4.考察・展望 

山本ら(2021)の結果から、家族や友達への向

社会的行動は大事なことで価値のあることが

わかっている。5)よって本研究を含め、愛着は

価値決定の一要因であると考えられるため,愛

着は向社会的行動の動機の 1 つであると示唆

される。今後の展望として,本研究では対象と

して扱った友達や家族は自分と親密な関係で

あり、関係が希薄な対象を取り入れなかったこ

とを踏まえ、今後は友達や家族以外にも同じ学

年や同じ部活などを対象とした愛着と向社会

的行動の関係性を検討していきたい。 
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